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NO.225

とうやこ

人 口 と 世 帯 の 動 き
（先月比）

今 月 の 表 紙

洞爺湖温泉の冬の風物詩と
なったイルミネーショントン
ネルが今年も始まりました。
寒空に映える光の通り道が大
勢の観光客を楽しませていま
す。
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東京で古里を想う懇親会

まちのわだい8

6 令和６年度上半期の財政状況

20 まちの歴史に新たな一歩
2024年 洞爺湖町の軌跡
東奔西走／町公式 LINE を友だち追加！

読書の家から
地域おこし協力隊通信　vol.79

16

4 令和６年度洞爺湖町表彰式

男 ………………………………3,684 人
女 ………………………………4,279 人
計 ………………………………7,963 人
世帯 …………………………4,785 世帯

（－ 14）
（ ＋ 1 ）
（－ 13）
（ － 6 ）

＜ 10 月 31 日現在＞

12月2日以降も12月2日以降も
紙の保険証は使えます！紙の保険証は使えます！
　12 月２日に現行の健康保険証は新たに発行
されなくなりましたが、お持ちの健康保険証は
有効期限まで利用できます。
　マイナ保険証をお持ちでない方には、お手元
にある健康保険証の有効期限が切れる前に、申
請いただくことなく「資格確認書」を交付しま
すので、「資格確認書」を医療機関に提示する
ことで、これまでどおり保険診療を受けること
ができます。

▼マイナ保険証の
詳細はこちら（政
府広報オンライン）

■問合せ
住民税務課国民健康保険係

（☎74-3002）

国民健康保険からのお知らせ

小森 碧海ちゃん    
あおい

稜さん・礼さん
９月４日生　温３区

Hello New Baby

こんにちは赤ちゃんこんにちは赤ちゃん
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町
の
業
務

役
場
本
庁
舎
、
洞
爺
総
合
支

所
、
洞
爺
湖
温
泉
支
所
は
12
月
31

日
（
火
）
か
ら
１
月
５
日
（
日
）

ま
で
閉
庁
し
ま
す
。

ご
み
の
出
し
方

▽
収
集
な
し

12
月
31
日（
火
）～
１
月
３
日（
金
）

▽
収
集
開
始
日

虻
田
地
区　
１
月
４
日
（
土
）

洞
爺
地
区　
１
月
６
日
（
月
）

※
虻
田
、
洞
爺
湖
温
泉
、
月
浦
、

花
和
の
各
地
区
は
１
月
４
日
に
全

地
区
回
収
。以
降
は
通
常
ど
お
り
。

▽
最
終
収
集
日

・
可
燃
ご
み
・
生
ご
み
（
全
地
区
）

12
月
30
日
（
月
）

・
不
燃
ご
み
、
粗
大
ご
み

洞
爺
湖
温
泉
、
月
浦
、
花
和　
12

月
16
日
（
月
）

洞
爺
地
区　
12
月
19
日
（
木
）

虻
田
地
区　
12
月
25
日
（
水
）

▽
そ
の
他

洞
爺
地
区
の
不
燃
物

回
収
は
１
月
９
日（
木
）に
再
開
。

資
源
ご
み
は
１
月
の
み
第
２・
４

水
曜
に
虻
田
地
区
、
第
３・
５
水

曜
に
洞
爺
湖
温
泉
、
月
浦
、
花
和

に
変
更（
洞
爺
地
区
は
変
更
な
し
）

▽
し
尿
く
み
取
り

年
内
の
く
み

取
り
の
申
込
期
限
は
12
月
20
日

（
金
）。１
月
６
日（
月
）収
集
再
開
。

■
問
合
せ

生
活
環
境
課
（
☎
74

︱
３
０
０
６
）
洞
爺
湖
温
泉
支
所

（
☎
75
︱
２
２
８
１
）
洞
爺
総
合

支
所
（
☎
82
︱
５
１
１
１
）

水
道
の
修
理
当
番

業
者水

道
凍
結
や
上
下
水
道
の
ト
ラ

ブ
ル
は
町
内
の
当
番
業
者
に
直
接

電
話
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
町
内
業
者
に
依
頼
で
き
な
い
場

合
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
る
町
外
指
定
業
者
に
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

上
下
水
道
課（
☎
74
―
３
０
０
８
）

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
・
タ
ク
シ
ー

▽
運
休
日

・
虻
田
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

12
月
30
日（
月
）～
１
月
３
日（
金
）

施
設
休
館
日

▽
社
会
教
育
関
連

・
虻
田
ふ
れ
合
い
セ
ン
タ
ー
、
母

と
子
の
館
　
12
月
30
日（
月
）～
１

月
５
日（
日
）

・
入
江
高
砂
貝
塚
、
あ
ぶ
た
体
育

館
　
12
月
30
日（
月
）～
１
月
６
日

（
月
）

▽
読
書
の
家

・
あ
ぶ
た
読
書
の
家
、
み
ず
う
み

読
書
の
家
　
12
月
30
日（
月
）～
１

月
５
日（
日
）

▽
そ
の
他

・
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー

ご
み
の
出
し
方

　
　

12
月
31
日（
火
）～
１
月
３
日（
金
）

・
洞
爺
い
こ
い
の
家

12
月
31
日（
火
）、１
月
１
日（
水
）

・
道
の
駅
あ
ぷ
た

12
月
30
日（
月
）～
１
月
５
日（
日
）

・
道
の
駅
と
う
や
湖

12
月
29
日（
日
）～
１
月
４
日（
土
）

・
と
う
や
水
の
駅

12
月
30
日（
月
）～
１
月
６
日（
月
）

・虻
田
地
区
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室（
さ

ぽ
ー
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ゆ
う
あ
い

内
）

12
月
31
日（
火
）～
１
月
６
日（
月
）

・
洞
爺
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
室

12
月
31
日（
火
）～
１
月
５
日（
日
）

町
の
業
務

施
設
休
館
日

・
と
う
や
コ
ネ
ク
ト
タ
ク
シ
ー

12
月
30
日（
月
）～
１
月
３
日（
金
）

※
乗
車
希
望
日
が
１
月
４
日
の
場

合
、電
話
予
約
は
12
月
29
日
（
日
）

ま
で
。
町
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
の
予
約

は
随
時
受
付
可
。

・
洞
爺
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク

シ
ー

12
月
31
日（
火
）、１
月
３
日（
金
）

※
１
月
７
日
（
火
）
に
乗
車
希
望

の
場
合
、
12
月
27
日
（
金
）
ま
で

に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

企
画
財
政
課（
☎
74
︱
３
０
０
４
）

▼修理当番業者スケジュール

年
末
年
始
の

年
末
年
始
の

　
　
　
お
知
ら
せ

　
　
　
お
知
ら
せ

期日 当番業者 期日 当番業者

12月31日
（火）

ゴウダ
☎76－5254

ホッコ―建設運輸
☎76－3418

１月１日
（水）

ヒロセ配管設備
☎76－3617

大和設備
☎76－3197

１月２日
（木）

ホッコ―建設運輸
☎76－3418

菖蒲設備
☎76－4566

１月３日
（金）

齊藤設備工業
☎75－2707

ヒロセ配管設備
☎76－3617

１月４日
（土）

大和設備
☎76－3197

ゴウダ
☎76－5254

１月５日
（日）

菖蒲設備
☎76－4566

齊藤設備工業
☎75－2707
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令
和
６
年
度

洞
爺
湖
町
表
彰
式

に
寄
与
さ
れ
、
そ
の
間
、
会
長
、

副
会
長
な
ど
を
歴
任
し
、
商
工
会

運
営
や
地
域
経
済
の
活
性
化
に
多

大
な
る
貢
献
を
さ
れ
た
。

石
川

修
一
さ
ん
（
69
）

平
成
12
年
か
ら
令
和
６
年
ま
で

の
23
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
と
う

や
湖
農
業
協
同
組
合
役
員
と
し
て

地
域
農
業
の
向
上
と
発
展
に
寄
与

さ
れ
、
そ
の
間
、
会
長
、
代
表
理

事
組
合
長
な
ど
を
歴
任
し
、
組
合

員
の
経
営
安
定
と
農
業
協
同
組
合

の
健
全
な
運
営
に
努
め
る
と
と
も

に
、
地
域
農
業
の
振
興
に
多
大
な

る
貢
献
を
さ
れ
た
。

京
谷

一
弘
さ
ん
（
71
）

昭
和
46
年
か
ら
令
和
５
年
ま
で

の
51
年
の
永
き
に
わ
た
り
洞
爺
消

防
団
、
洞
爺
湖
消
防
団
員
と
し
て

幾
多
の
災
害
に
対
し
、
常
に
第
一

線
に
立
ち
奮
闘
し
、
各
種
の
災
害

か
ら
住
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産

な
ど
の
保
護
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
、
そ
の
功
績
は
顕
著
で
あ
る
。

荒

哲
雄
さ
ん
（
67
）

昭
和
54
年
か
ら
令
和
６
年
ま
で

の
44
年
の
永
き
に
わ
た
り
虻
田
消

福
原

博
文
さ
ん
（
60
）

平
成
元
年
か
ら
令
和
５
年
ま
で

の
34
年
の
永
き
に
わ
た
り
虻
田
消

防
団
、
洞
爺
湖
消
防
団
員
と
し
て

幾
多
の
災
害
に
対
し
、
常
に
第
一

線
に
立
ち
奮
闘
し
、
各
種
の
災
害

か
ら
住
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産

な
ど
の
保
護
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
、
そ
の
功
績
は
顕
著
で
あ
る
。

菊
地

新
市
さ
ん
（
65
）

昭
和
54
年
か
ら
令
和
６
年
ま
で

の
44
年
の
永
き
に
わ
た
り
虻
田
消

防
団
、
洞
爺
湖
消
防
団
員
と
し
て

幾
多
の
災
害
に
対
し
、
常
に
第
一

線
に
立
ち
奮
闘
し
、
各
種
の
災
害

か
ら
住
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産

な
ど
の
保
護
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
、
そ
の
功
績
は
顕
著
で
あ
る
。

入
谷

松
一
さ
ん
（
63
）

昭
和
60
年
か
ら
令
和
６
年
ま
で

の
38
年
の
永
き
に
わ
た
り
虻
田
消

防
団
、
洞
爺
湖
消
防
団
員
と
し
て

幾
多
の
災
害
に
対
し
、
常
に
第
一

線
に
立
ち
奮
闘
し
、
各
種
の
災
害

か
ら
住
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産

な
ど
の
保
護
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
、
そ
の
功
績
は
顕
著
で
あ
る
。

防
団
、
洞
爺
湖
消
防
団
員
と
し
て

幾
多
の
災
害
に
対
し
、
常
に
第
一

線
に
立
ち
奮
闘
し
、
各
種
の
災
害

か
ら
住
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産

な
ど
の
保
護
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
、
そ
の
功
績
は
顕
著
で
あ
る
。

阿
部

重
徳
さ
ん
（
57
）

昭
和
62
年
か
ら
令
和
６
年
ま
で

の
37
年
の
永
き
に
わ
た
り
虻
田
消

防
団
、
洞
爺
湖
消
防
団
員
と
し
て

幾
多
の
災
害
に
対
し
、
常
に
第
一

線
に
立
ち
奮
闘
し
、
各
種
の
災
害

か
ら
住
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産

な
ど
の
保
護
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
、
そ
の
功
績
は
顕
著
で
あ
る
。

三
島

基
幸
さ
ん
（
50
）

平
成
４
年
か
ら
令
和
６
年
ま
で

の
31
年
の
永
き
に
わ
た
り
虻
田
消

防
団
、
洞
爺
湖
消
防
団
員
と
し
て

幾
多
の
災
害
に
対
し
、
常
に
第
一

線
に
立
ち
奮
闘
し
、
各
種
の
災
害

か
ら
住
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産

な
ど
の
保
護
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
、
そ
の
功
績
は
顕
著
で
あ
る
。

文
化
の
日
の
11
月
３
日
、
役

場
本
庁
舎
で
洞
爺
湖
町
表

彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
功
労
表
彰
は
９
人
、
貢
献
表
彰

は
８
人
、
善
行
表
彰
は
１
団
体
３

人
に
送
ら
れ
、
ま
ち
の
発
展
に
尽

力
し
た
功
績
を
た
た
え
ま
し
た
。

ま
た
、
70
歳
以
上
で
在
町
50
年
以

上
に
な
る
方
に
は
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、　
下
道
町
長
が「
今

後
も
町
の
発
展
の
た
め
に
ご
尽
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
、
受
賞
者

に
表
彰
状
な
ど
を
手
渡
し
ま
し

た
。

　
受
賞
者
を
代
表
し
て
功
労
表
彰

に
選
ば
れ
た
石
川
修
一
さ
ん
が
あ

い
さ
つ
し
、「
先
人
が
築
い
た
文

化
、
歴
史
、
自
然
環
境
を
生
か
し

て
ま
ち
づ
く
り
に
力
を
尽
く
し
ま

す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

受賞者代表であいさつ受賞者代表であいさつ
する石川さんする石川さん

受賞者の長年の功績受賞者の長年の功績
をたたえた表彰式をたたえた表彰式

貢
献
表
彰

巻

進
さ
ん
（
65
）
=
香
川
自
治

功
労
表
彰

橋
本

志
津
男
さ
ん
（
74
）

昭
和
52
年
か
ら
令
和
６
年
ま
で

の
47
年
の
永
き
に
わ
た
り
洞
爺
村

商
工
会
、
洞
爺
湖
町
商
工
会
役
員

と
し
て
地
域
経
済
の
向
上
と
発
展
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依
田

信
之
さ
ん
（
73
）
=
洞

爺
湖
町
商
工
会
、
洞
爺
湖
町
国

民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

小
山　
隆
顕
さ
ん
（
69
）
=
と

う
や
湖
農
業
協
同
組
合

宮
腰

紀
子
さ
ん
（
83
）
=
洞

爺
湖
町
文
化
団
体
協
議
会

小
野
瀬

等
さ
ん
（
72
）
＝
月

浦
獅
子
舞
保
存
会
役
員

西
岡

健
市
さ
ん
（
77
）
＝
洞
爺

湖
町
交
通
安
全
指
導
員
会

■
寄
付

若
狭
高
司
さ
ん
、
多
田
憲
之
さ
ん

杉
山
雅
江
さ
ん
、
佐
々
木
睦
男
さ

ん
、
多
田
末
子
さ
ん
、
野
坂
登
さ

ん■
虻
田
２
区

笠
井
寛
子
さ
ん
、山

崎
誠
一
さ
ん

■
虻
田
３
区

今
野
賀
代
子
さ
ん
、

三
島
由
美
子
さ
ん
、
泰
地
ひ
と
み

さ
ん
、
藤
井
淳
一
さ
ん

■
虻
田
４
区

兼
村
勝
三
さ
ん
、兼

村
ノ
ブ
子
さ
ん
、川
村
秀
昭
さ
ん
、

川
村
洋
子
さ
ん
、大
西
富
男
さ
ん
、

岡
崎
靖
夫
さ
ん
、
岡
崎
美
津
子
さ

ん■
虻
田
５
区　
金
木
貢
さ
ん
、
佐

野
正
さ
ん
、
浅
利
勇
さ
ん
、
伊
藤　

律
子
さ
ん
、
小
林
美
智
子
さ
ん
、

橋
浦
秀
勝
さ
ん
、
橋
浦
千
津
子
さ

ん■
虻
田
６
区　
表
槇
子
さ
ん
、
小

野
浩
さ
ん
、
小
野
ち
か
え
さ
ん
、

長
根
素
子
さ
ん
、
荒
井
修
さ
ん
、

荒
井
禮
子
さ
ん
、
石
井
勇
さ
ん
、

山
家
功
さ
ん
、
佐
藤
節
子
さ
ん
、

綱
嶋
幸
江
さ
ん
、室
田
和
子
さ
ん
、

吉
田
洋
子
さ
ん
、
大
野
沢
恒
二
さ

ん
、
秋
山
真
智
子
さ
ん

■
虻
田
７
区

松
本
勇
さ
ん
、
佐

藤
美
智
子
さ
ん
、
小
野
寺
厚
子
さ

ん
、
堀
良
男
さ
ん

■
虻
田
８
区

相
沼
德
子
さ
ん
、井

上
治
樹
さ
ん
、
井
上
俊
子
さ
ん
、

古
市
二
三
男
さ
ん
、
古
市
惠
美
子

さ
ん
、
髙
橋
富
美
子
さ
ん

■
か
っ
こ
う
台

佐
藤
茂
子
さ
ん
、

小
山
弘
さ
ん

■
青
葉
１
区

福
井
昭
司
さ
ん
、福

井
敏
子
さ
ん
、八
木
橋
裕
子
さ
ん
、

矢
野
隆
子
さ
ん
、
岡
美
鈴
さ
ん
、

矢
野
節
子
さ
ん
、
長
崎
恭
子
さ
ん

■
青
葉
２
区

輪
島
千
代
恵
さ
ん
、

刀
川
博
幸
さ
ん
、大
友
昭
敏
さ
ん
、

澤
田
悦
子
さ
ん
、小
林
正
勝
さ
ん
、

佐
藤
正
人
さ
ん
、
佐
藤
美
代
子
さ

ん
、
谷
永
幸
一
さ
ん
、
三
浦
勲
さ

ん■
入
江
１
区

小
林
ヨ
ネ
子
さ
ん
、

中
村
笑
子
さ
ん
、斎
藤
義
則
さ
ん
、

斎
藤
ま
き
子
さ
ん
、
佐
々
木
弘
子

さ
ん
、
菅
野
朝
子
さ
ん
、
菊
地
遊

子
さ
ん
、
井
出
悦
朗
さ
ん
、
大
石

房
子
さ
ん
、
萬
屋
悟
さ
ん
、
萬
屋

淳
子
さ
ん
、
岩
倉
利
明
さ
ん
、
岩

倉
千
代
子
さ
ん
、井
下
洋
子
さ
ん
、

齋
藤
悦
子
さ
ん
、岡
崎
昌
子
さ
ん
、

今
野
良
一
さ
ん
、杉
村
道
子
さ
ん
、

谷
弘
美
さ
ん
、
稲
村
君
男
さ
ん
、

佐
藤
正
さ
ん
、
田
渕
勝
彦
さ
ん

■
入
江
３
区

市
川
友
義
さ
ん
、市

川
美
代
子
さ
ん
、古
市
公
士
さ
ん
、

大
友
由
利
子
さ
ん
、
大
西
真
智
子

さ
ん
、
原
田
敏
一
さ
ん
、
小
野
寺

正
志
さ
ん
、
高
丸
敏
男
さ
ん
、
野

矢
恵
二
さ
ん

■
入
江
４
区

和
田
直
子
さ
ん
、佐

藤
敦
子
さ
ん
、
木
村
廣
子
さ
ん
、

小
笠
原
一
治
さ
ん
、
武
川
敏
雄
さ

ん
、
岩
倉
忠
視
さ
ん
、
大
西
勉
さ

ん
、
小
野
寺
勝
美
さ
ん

■
泉　
加
藤
ス
ミ
ヱ
さ
ん
、
山
崎

カ
ツ
エ
さ
ん
、
佐
藤
郁
子
さ
ん
、

結
城
眞
利
子
さ
ん
、
齋
藤
裕
一
さ

ん
、
横
山
栄
子
さ
ん
、
小
林
幸
さ

ん
、
大
塚
嘉
子
さ
ん
、
髙
橋
泰
夫

さ
ん
、
中
畑
洋
子
さ
ん

■
清
水

笠
谷
覚
真
さ
ん
、
小
林

忍
さ
ん
、
武
蔵
史
典
さ
ん
、
武
蔵

真
由
美
さ
ん
、
大
久
保
裕
子
さ
ん

■
花
和

塩
野
谷
万
里
江
さ
ん

■
温
泉
１
区

穴
山
穰
一
さ
ん
、

秋
田
康
夫
さ
ん
、
秋
田
カ
ヨ
子
さ

ん■
温
泉
２
区

宮
崎
秀
雄
さ
ん

■
温
泉
３
区　
林
一
雄
さ
ん
、
植

西
和
枝
さ
ん

■
温
泉
８
区

山
下
正
義
さ
ん
、

東
海
林
淳
子
さ
ん
、
澤
田
公
道
さ

ん
、
佐
藤
昭
裕
さ
ん
、
阿
部
實
さ

ん
、
七
戸
朝
子
さ
ん
、
表
幸
子
さ

ん

■
洞
爺
第
１

小
笠
原
美
夫
さ
ん
、

村
上
裕
子
さ
ん

■
洞
爺
第
３

京
谷
一
弘
さ
ん
、鈴

木
美
恵
子
さ
ん

■
洞
爺
第
４

木
須
勝
美
さ
ん
、堀

家
美
佐
子
さ
ん

■
洞
爺
第
５

坂
東
賢
一
さ
ん
、中

澤
順
子
さ
ん

■
美
沢
西

傳
哲
也
さ
ん
、
橋
本

豊
子
さ
ん
、
天
野
愛
子
さ
ん

■
美
沢
東

倉
茂
み
つ
子
さ
ん
、藤

川
修
一
さ
ん
、
矢
野
克
典
さ
ん

■
曙

小
野
志
津
さ
ん
、
三
上
瑗

子
さ
ん
、
大
嶋
豊
さ
ん
、
大
嶋
雅

子
さ
ん
、
小
野
廣
さ
ん
、
小
野
政

子
さ
ん

■
旭
浦

大
廣
俊
夫
さ
ん
、
平
尾

博
さ
ん

■
財
田　

竹
ケ
原
登
美
子
さ
ん
、

菖
蒲
川
進
さ
ん
、
宮
武
紀
代
子
さ
ん

■
川
東　
菖
蒲
川
武
志
さ
ん
、
西

山
栄
子
さ
ん

■
香
川

前
後
智
子
さ
ん
、
四
宮

か
ず
子
さ
ん
、
毛
利
弘
志
さ
ん

■
大
原　
菊
地
勝
太
郎
さ
ん
、
大

廣
亨
さ
ん

■
成
香

菊
地
博
さ
ん
、
伊
藤
美

紀
子
さ
ん
、
以
西
美
智
子
さ
ん
、

西
岡
順
市
さ
ん

会工
藤

和
子
さ
ん
（
83
）
=
洞
爺

湖
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

佐
藤

義
昭
さ
ん
（
86
）
=
洞
爺

湖
町
社
会
福
祉
協
議
会　

■
虻
田
１
区

小
林
由
男
さ
ん
、

善
行
表
彰

■
善
行

洞
爺
湖
温
泉
８
区
自
治
会
婦
人

部
、
平
林
努
さ
ん

感
謝
状

町
内
に
50
年
以
上
在
住
す
る
70

歳
以
上
の
方
に
感
謝
状
を
贈
呈
し

ま
し
た
。
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令和６年度上半期の

財政状況
■問合せ 企画財政課財政係（☎ 74-3004）

　
町
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金

な
ど
が
、
ど
の
よ
う
な
形
で
ど
の

よ
う
な
目
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る

か
、
町
財
政
の
運
営
状
況
を
理
解

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
例
年
財
政

状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
令
和
６
年
度
上
半
期

（
４
月
１
日
〜
９
月
30
日
現
在
）

の
予
算
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

一般会計

歳入合計
収入済　359,352万円収入済　359,352万円
予　算　831,414万円予　算　831,414万円

収入率収入率 43.2％43.2％

一般会計

歳出合計
支出済　317,256万円支出済　317,256万円
予　算　831,414万円予　算　831,414万円

執行率執行率 38.2％38.2％

町税 60,790 万円 / 117,232 万円（51.9％）

地方譲与税 1,823 万円 / 7,320 万円（24.9％）

各種交付金 17,600 万円 / 28,872 万円（60.1％）

地方交付税 228,300 万円 / 361,785 万円（63.1％）

分担金及び負担金 1,800 万円 / 5,736 万円（31.4％）

使用料及び手数料 9,142 万円 / 20,613 万円（44.4％）

国庫支出金 8,333 万円 / 64,044 万円（13.0％）

道支出金 7,618 万円 / 32,646 万円（23.3％）

財産収入 1,135 万円 / 2,375 万円（47.8％）

寄付金 7,126 万円 / 27,220 万円（26.2％）

繰入金 0 万円 / 22,235 万円（0.0％）

繰越金 13,247 万円 / 13,247 万円（100.0％）

諸収入 1,219 万円 / 7,813 万円（15.6％）

町債 0 万円 / 104,040 万円（0.0％）

繰越明許費 1,218 万円 / 16,236 万円（7.5％）

合計 359,352 万円 / 831,414 万円（43.2％）

※内訳　収入済額 / 予算現額（収入率）
議会費 3,194 万円 / 5,988 万円（53.3％）

総務費 26,838 万円 / 87,716 万円（30.6％）

民生費 61,390 万円 / 178,657 万円（34.4％）

衛生費 17,444 万円 / 89,986 万円（19.4％）

労働費 300 万円 / 620 万円（48.4％）

農林水産業費 3,838 万円 / 17,260 万円（22.2％）

商工費 17,137 万円 / 32,738 万円（52.3％）

土木費 43,115 万円 / 106,212 万円（40.6％）

消防費 19,769 万円 / 43,164 万円（45.8％）

教育費 17,777 万円 / 43,567 万円（40.8％）

公債費 47,327 万円 / 95,075 万円（49.8％）

給与費 54,090 万円 / 112,254 万円（48.2％）

予備費 0 万円 / 1,939 万円（0.0％）

繰越明許費 5,039 万円 / 16,236 万円（31.0％）

合計 317,256 万円 / 831,414 万円（38.2％）

※内訳　支出済額 / 予算現額（執行率）

【
一
時
借
入
金
・
基
金
運
用
】

　
一
時
借
入
金
は
、
経
理
資

金
が
不
足
す
る
際
に
一
時
的

に
銀
行
な
ど
か
ら
借
り
入

れ
、
年
度
内
に
償
還
す
る
お

金
で
す
。
近
年
は
利
子
の
軽

減
を
図
る
た
め
、
銀
行
な
ど

よ
り
も
利
息
の
低
い
基
金

（
町
の
貯
金
）
か
ら
一
時
的

に
借
り
入
れ
を
行
い
ま
す
。

【
会
計
間
運
用
】

　
全
て
の
会
計
の
歳
入
歳
出

に
係
る
現
金
の
こ
と
を
歳
計

現
金
と
い
い
、
地
方
公
共
団

体
は
こ
の
歳
計
現
金
の
中
で

や
り
く
り
を
し
な
が
ら
支
払

い
を
し
ま
す
。し
た
が
っ
て
、

年
度
内
で
あ
る
会
計
に
現
金

が
不
足
し
た
場
合
は
、
現
金

の
あ
る
会
計
か
ら
不
足
し
て

い
る
会
計
に
運
用
し
支
払
い

を
し
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
会

計
間
運
用
と
い
い
ま
す
。

【
地
方
債
】

　
地
方
債
は
、
投
資
的
事
業

（
道
路
の
整
備
・
公
共
施
設

の
建
設
な
ど
）
に
充
て
る
た

め
に
借
り
入
れ
、
年
度
を
越

え
て
償
還
す
る
も
の
で
す
。

用
語
解
説
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▪水道事業会計
区　　分 予算現額 執行済額 執行率

収益的収支
収入 31,188 万円 9,787 万円 31.4％
支出 31,188 万円 6,073 万円 19.5％

資本的収支
収入 10,510 万円 0 万円 0.0％
支出 19,349 万円 6,846 万円 35.4％

▪簡易水道事業会計
区　　分 予算現額 執行済額 執行率

収益的支出
収入 8,818 万円 4,494 万円 51.0％
支出 8,818 万円 1,402 万円 15.9％

資本的支出
収入 4,010 万円 0 万円 0.0％
支出 7,334 万円 2,128 万円 29.0％

▪公共下水道事業会計
区　　分 予算現額 執行済額 執行率

収益的収支
収入 59,343 万円 22,654 万円 38.2％
支出 59,343 万円 10,927 万円 18.4％

資本的収支
収入 28,337 万円 8,806 万円 31.1％
支出 40,303 万円 10,660 万円 26.4％

▪地方債の状況
会計名 前年度末残高 償還額 現在高

一般会計 843,211 45,123 798,089
水道事業会計 107,634 4,250 103,384

簡易水道事業会計 37,022 1,754 35,268
下水道事業会計 178,373 10,660 167,713

合　　計 1,166,240 61,787 1,104,453

▪一時借入金の状況
区　　分 一般会計 特別会計 公営企業会計

一時借入金現在高
及び基金運用額 0 0 0

▪基金の現在高
財政調整基金 121,668 万円

減債基金 16,955 万円

観光開発基金 20,164 万円

公営住宅建設及び維持管理基金 823 万円

国営畑地かんがい排水事業振興基金 7,025 万円

畑地かんがい事業基金 3,231 万円

みんなの基金 19,997 万円

合併地域振興基金 82,372 万円

洞爺地域ふれあい振興基金 1,070 万円

公共施設等整備基金 32,685 万円

森林環境譲与税基金 70 万円

育英資金等教育振興基金 10,401 万円

町営住宅敷金の基金 4,278 万円

国民健康保険給付費支払準備基金 3,011 万円

介護保険給付費支払準備基金 7,051 万円

備荒資金組合積立金 61,488 万円

合計 392,289 万円

（単位：万円）

（単位：万円）

特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

予
算
12
億
２
１
７
８
万
円

歳入
収入済　40,271 万円収入済　40,271 万円
収入率　33.0％収入率　33.0％

歳出
支出済　43,939 万円支出済　43,939 万円
執行率　36.0％執行率　36.0％

　
予
算
現
在
額
12
億
２

１
７
８
万
円
に
対
し
、

歳
入
33・０
％
、
歳
出
36・

０
％
の
執
行
率
で
す
。

保
険
給
付
費
が
歳
入
を

上
回
っ
て
お
り
、
こ
の

歳
入
不
足
を
会
計
間
の

運
用
で
ま
か
な
い
ま
す
。

介
護
保
険
特
別
会
計

予
算
13
億
３
３
１
９
万
円

歳入
収入済　55,158 万円収入済　55,158 万円
収入率　41.4％収入率　41.4％

歳出
支出済　50,013 万円支出済　50,013 万円
執行率　37.5％執行率　37.5％

　
予
算
現
在
額
13
億
３

３
１
９
万
円
に
対
し
、

歳
入
41
・
４
％
、
歳
出

37
・
５
％
の
執
行
率
で

す
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

予
算
２
億
４
９
３
万
円

歳入
収入済　5,389 万円収入済　5,389 万円
収入率　26.3％収入率　26.3％

歳出
支出済　5,233 万円支出済　5,233 万円
執行率　25.5％執行率　25.5％

　
予
算
現
在
額
２
億
４

９
３
万
円
に
対
し
、
歳

入
26
・
３
％
、
歳
出

25
・
５
％
の
執
行
率
で

す
。



のわだい
まち

　

洞爺湖球児が快挙を報告
洞爺湖LSが全道優勝

虻
田
高
校
（
千
葉
佳
貴
校
長
）

で
、
生
徒
の
防
災
意
識
の
向

上
を
目
的
に
「
１
日
防
災
学
校
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
全
校
生
徒
が
有
珠

山
噴
火
や
津
波
へ
の
備
え
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

　
午
前
は
３
年
生
17
人
が
避
難
所
の

開
設
を
想
定
し
、
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド

や
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
組
立
て
を
行

い
ま
し
た
。
午
後
は
北
海
道
大
学
大

学
院
の
青
山
裕
教
授
の
講
話
を
受
け

ま
し
た
。
町
民
の
参
加
も
あ
り
、
参

加
者
全
員
で
有
珠
山
噴
火
へ
の
備
え

に
つ
い
て
知
識
を
深
め
ま
し
た
。

噴火に備えて防災意識を高める
虻田高校の１日防災学校

町からの最新情報をゲット！
スマホ教室開催

参加者へ講話をする青山教授参加者へ講話をする青山教授

スマホの操作を学ぶ受講者スマホの操作を学ぶ受講者

下道町長に全道優勝を報告した洞爺湖リトルシニア下道町長に全道優勝を報告した洞爺湖リトルシニア

９
28

10
3

10
15
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中
学
硬
式
野
球
の
洞
爺
湖
リ
ト

ル
シ
ニ
ア
が
、
今
夏
行
わ
れ

た
全
道
大
会
で
優
勝
し
、
下
道
町
長

に
喜
び
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
江
別
市
な
ど
で
８
月
に
行
わ
れ
た

第
46
回
全
道
選
手
権
大
会
兼
第
22
回

ゼ
ッ
ト
旗
杯
全
道
大
会
に
出
場
し
、

並
み
い
る
強
豪
を
打
ち
負
か
し
ま
し

た
。

　
報
告
を
受
け
た
下
道
町
長
は
「
皆

さ
ん
に
は
輝
か
し
い
未
来
が
あ
り
ま

す
。
連
覇
に
向
か
っ
て
進
ん
で
く
だ

さ
い
」
と
激
励
し
、
選
手
た
ち
は
さ

ら
な
る
成
長
を
誓
っ
て
い
ま
し
た
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
扱
い
方
を

学
ぶ「
ス
マ
ホ
教
室
」が
ア
イ

ヌ
民
族
共
生
拠
点
施
設
ウ
ト
ゥ
ラ
ノ

で
始
ま
り
ま
し
た
。

　
虻
田
、
洞
爺
湖
温
泉
、
洞
爺
の
３

地
区
で
行
わ
れ
、
10
～
12
月
に
か
け

て
開
催
。
受
講
者
は
、
専
門
の
講
師

の
指
導
を
受
け
な
が
ら
基
本
的
な
使

い
方
を
習
得
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
が
運
営
す
る
タ
ク
シ
ー

を
ス
マ
ホ
か
ら
予
約
す
る
方
法
な
ど

に
つ
い
て
町
の
担
当
者
か
ら
説
明
が

あ
り
、
疑
問
点
を
一
つ
ず
つ
解
消
し

な
が
ら
操
作
を
学
び
ま
し
た
。

生態系を守るために
外来種駆除ボランティア

アメリカオニアザミを駆除する参加者アメリカオニアザミを駆除する参加者

10
５

洞
爺
湖
の
弁
天
島
、
観
音
島
で

外
来
種
の
駆
除
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
22
人
が
参
加
し
、
生
態
系
被
害
防

止
外
来
種
に
指
定
さ
れ
る
ア
メ
リ
カ

オ
ニ
ア
ザ
ミ
の
駆
除
を
行
い
ま
し

た
。
葉
や
茎
に
鋭
い
ト
ゲ
が
あ
り
、

繁
殖
力
も
強
い
た
め
、
取
り
逃
さ
な

い
よ
う
慎
重
に
作
業
を
進
め
ま
し

た
。

　
参
加
者
は
島
の
本
来
の
生
態
系
を

守
る
た
め
に
汗
を
流
し
、
駆
除
し
た

量
は
90
㍑
の
袋
35
個
分
に
上
り
ま
し

た
。



町内で行われたイベントや活動を紹介します

子どもたちの想像力を引き出す
野生の学舎ワークショップ

草木塔をナナカマドで飾った児童草木塔をナナカマドで飾った児童

　

10
22
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洞
爺
湖
芸
術
館
で
10
月
か
ら
11

に
か
け
て
行
わ
れ
た
特
別
展

「
野
生
の
学
舎
い
の
ち
の
か
た
ち
」の

関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
函
館
在
住

の
作
家
Ｂ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｎ
さ
ん
、
野
生
の

学
舎
の
主
宰
者
新
井
祥
也
さ
ん
が
、

と
う
や
小
学
校
の
児
童
と
共
同
で
創

作
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
作
っ
た
の
は
、
高
さ
３
㍍
以
上
の

「
草
木
塔
」。
児
童
た
ち
は
提
供
さ
れ

た
ナ
ナ
カ
マ
ド
を
思
う
ま
ま
に
塔
に

飾
り
付
け
ま
し
た
。
完
成
し
た
塔
は

芸
術
館
前
で
展
示
さ
れ
、
多
く
の
来

館
者
の
関
心
を
集
め
ま
し
た
。

元気よく「ハッピーハロウィン！」
桜ヶ丘の子どもたちが仮装

魔女からお菓子をもらう子ども魔女からお菓子をもらう子ども

10
31

桜
ヶ
丘
保
育
所
の
子
ど
も
た
ち

が
か
ぼ
ち
ゃ
の
仮
装
を
し
、

保
育
所
周
辺
を
お
散
歩
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
自
分
で
飾
り
付
け

し
た
バ
ッ
グ
を
持
ち
、
お
菓
子
が
も

ら
え
る
の
か
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
保

育
所
か
ら
出
発
。
す
れ
違
う
車
や
町

民
に
明
る
く
「
ハ
ッ
ピ
ー
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
！
」
と
あ
い
さ
つ
し
な
が
ら
の
ぞ

み
団
地
の
公
園
ま
で
歩
き
ま
し
た
。

　
公
園
に
着
く
と
遊
具
の
上
に
隠
れ

て
い
た
魔
女
を
発
見
。
み
ん
な
で
声

を
か
け
に
行
き
、
お
菓
子
を
も
ら
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

洞爺湖温泉の風物詩
イルミネーション点灯式

点灯したイルミネーショントンネル点灯したイルミネーショントンネル

11
１

洞
爺
湖
温
泉
観
光
協
会
主
催
の

冬
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト「
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
ト
ン
ネ
ル
」の
点
灯
式

が
に
ぎ
わ
い
広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

下
道
町
長
も
駆
け
付
け
、
カ
ウ
ン
ト

ダ
ウ
ン
と
と
も
に
点
灯
し
ま
し
た
。

　
ト
ン
ネ
ル
は
全
長
約
70
メ
ー
ト
ル

で
約
40
万
個
の
電
飾
が
輝
き
ま
す
。

途
中
に
設
置
さ
れ
て
い
る「
Ｔ
Ｏ
Ｙ

Ａ
」の
文
字
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
も
人

気
の
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。
期
間
は

来
年
４
月
27
日
ま
で
の
、
17
時
～
22

時
で
す（
３
月
以
降
は
18
時
か
ら
点

灯
）。

噴火の脅威を学ぶ
洞爺湖温泉小が防災教室

有珠山噴火の被害を学ぶ児童有珠山噴火の被害を学ぶ児童

10
24

洞
爺
湖
温
泉
小
学
校
の
防
災
教

室
が
、
金
比
羅
山
山
麓
火
口

散
策
路
で
行
わ
れ
ま
し
た
。同
校
は
、

１
９
７
７
年
の
有
珠
山
噴
火
で
児
童

１
人
が
亡
く
な
っ
た
10
月
24
日
を
慰

霊
の
日
と
し
、
防
災
教
室
を
開
い
て

い
ま
す
。

　
全
児
童
が
参
加
し
、
火
山
マ
イ
ス

タ
ー
の
案
内
を
受
け
な
が
ら
噴
火
で

破
壊
さ
れ
た
町
営
浴
場
な
ど
の
災
害

遺
構
を
巡
り
ま
し
た
。
児
童
か
ら
は

「
自
分
た
ち
の
命
を
守
る
た
め
に
素

早
く
避
難
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
で

す
」な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
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洞
爺
湖
町
総
合
文
化
祭
（
洞

爺
湖
町
文
化
団
体
協
議
会

主
催
）、洞
爺
湖
町
民
文
化
祭
（
と

う
や
文
化
協
会
主
催
）
が
10
、
11

月
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
洞
爺
湖
町
総
合
文
化
祭
の
展
示

部
門
は
10
月
、
あ
ぶ
た
体
育
館
で

開
か
れ
、
盆
栽
や
生
け
花
、
木
彫

り
、
壁
飾
り
な
ど
多
彩
な
作
品
が

並
び
ま
し
た
。
小
学
生
が
手
が
け

た
縄
文
土
器
も
並
び
、
町
内
で
連

綿
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
縄
文
文

化
の
奥
深
さ
を
伝
え
ま
し
た
。

　
洞
爺
湖
町
民
文
化
祭
の
展
示
部

門
は
11
月
、
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー

で
開
催
。
洞
爺
湖
や
浮
見
堂
を
表

現
し
た
版
画
、
木
工
作
品
な
ど
が

来
場
者
の
関
心
を
集
め
ま
し
た
。

ま
た
、
町
内
の
美
し
い
風
景
を
捉

え
た
写
真
も
披
露
さ
れ
、
会
場
に

花
を
添
え
ま
し
た
。

　
虻
田
、
洞
爺
地
区
で
そ
れ
ぞ
れ

の
ス
テ
ー
ジ
部
門
も
開
催
さ
れ
、

歌
や
踊
り
な
ど
磨
い
た
芸
の
数
々

を
来
場
者
が
楽
し
み
ま
し
た
。
虻

田
吹
奏
楽
団
の
コ
ン
サ
ー
ト
も
行

わ
れ
、
足
を
運
ん
だ
町
民
に
美
し

い
演
奏
を
届
け
ま
し
た
。

芸術の秋 到来
洞爺湖町の文化祭

東
京
で
古
里
を
想
う

懇
親
会

　
東
京
あ
ぶ
た・と
う
や
湖
会（
篠

原
博
会
長
）の
定
時
総
会
が
11
月
、

都
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
洞
爺
湖
町
の
出
身
者
を
中
心
に

約
40
人
が
出
席
。
友
好
都
市
・
三

豊
市
の
ふ
る
さ
と
会
か
ら
も
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。
篠
原
会
長
は
三

豊
市
と
の
交
流
を
呼
び
掛
け
な
が

ら
、
同
郷
の
友
人
と
の
再
会
を
喜

び
ま
し
た
。

　
祝
宴
に
移
る
と
出
席
者
が
思
い

出
話
に
花
を
咲
か
せ
、
旧
交
を
温

め
て
い
ま
し
た
。

洞爺地区 虻田地区

再会を喜び合った出席者 ( 室蘭民報社提供 )再会を喜び合った出席者 ( 室蘭民報社提供 )
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暮
ら
し

国
民
年
金
保
険
料
免
除

な
ど
の
申
請
に
つ
い
て

国
民
年
金
か
ら

　

保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態

で
、
万
が
一
障
害
や
死
亡
と
い
っ

た
不
慮
の
事
故
が
発
生
す
る
と
、

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金

を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
に
は
、
保
険
料
の
納
付

が
免
除
・
猶
予
と
な
る
「
保
険
料

免
除
制
度
」
や
「
納
付
猶
予
制
度

（
50
歳
未
満
）」が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

＜

外
国
人
の
皆
様
へ＞

　
日
本
で
は
、
会
社
で
「
厚
生
年

金
保
険
」に
入
っ
て
い
な
い
人
は
、

「
国
民
年
金
」
に
入
り
保
険
料
を

支
払
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
法

律
で
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
収
入
が
少
な
く
払
え
な
い
場
合

は
、
手
続
き
を
す
れ
ば
全
部
ま
た

は
一
部
を
払
わ
な
く
て
い
い
と
認

め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
手
続
き
を
し
な
い
と
、
障
害
年

金
の
受
け
と
り
や
在
留
資
格
な
ど

に
影
響
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

※
日
本
と
「
社
会
保
障
協
定
」
な

ど
の
約
束
を
し
て
い
る
国
の
人

は
、
日
本
の
年
金
に
入
ら
な
く
て

も
よ
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

■
問
合
せ　
室
蘭
年
金
事
務
所
お

客
様
相
談
室
（
☎
０
１
４
３

－
50

－

１
０
０
４
）
／
住
民
税
務

課
住
民
・
戸
籍
年
金
係
（
☎
74

－

３
０
０
２
）

さ
く
ら
ま
す
の
船
釣
り
に
は

ラ
イ
セ
ン
ス
が
必
要
で
す

　
さ
く
ら
ま
す
資
源
の
保
護
を
図

る
た
め
、
胆
振
管
内
室
蘭
市
、
登

別
市
、
白
老
町
、
苫
小
牧
市
、
厚

真
町
、
お
よ
び
む
か
わ
町
地
先
海

新
手
の
詐
欺「
○
○
ペ
イ
で

返
金
し
ま
す
」に
注
意
！

　
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
商
品

を
購
入
し
た
消
費
者
が
、
商
品
が

届
か
ず
販
売
業
者
か
ら
「
決
裁
ア

プ
リ
を
使
っ
て
返
金
す
る
」
と
言

わ
れ
、
ス
マ
ホ
で
返
金
手
続
き
を

誘
導
さ
れ
て
い
る
う
ち
に
、「
返

金
」
し
て
も
ら
う
は
ず
が
い
つ
の

間
に
か
「
送
金
」
し
て
し
ま
っ
て

い
た
、
と
い
う
新
手
の
詐
欺
に
関

す
る
相
談
が
全
国
の
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
な
ど
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
代
金

を
銀
行
振
込
し
て
い
る
に
も
か

を掲載しませんか広告に
　町では、地域経済の活性化を図るため、広報とう
やこに広告を掲載する民間の企業や自営業者を募集
しています。
　締切は発行月の前月５日までです。掲載料や手続
きについてはお問い合わせください。
■問合せ　企画財政課広報統計係（☎ 74-3004）

ととううややここ

洞爺いこいの家 臨時休館

　洞爺いこいの家は下記の日程で休館とな
りますので、お知らせします。
12月16日（月） … 休館日
12月17日（火） … 施設改修のため臨時休館
■問合せ　地域振興課（☎82－5111）

域
に
お
け
る
、
船
舶
を
使
用
し
て

行
う
釣
り
漁
法
に
よ
る
さ
く
ら
ま

す
の
採
捕
に
は
、
ラ
イ
セ
ン
ス
の

取
得
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ラ
イ
セ
ン
ス
の
取
得
な
ど
に
つ

い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
の

と
お
り
で
す
。

【
胆
振
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

事
務
局
（
☎
０
１
４
３

－

24

－

９
８
１
２
）】

■
問
合
せ　
産
業
振
興
課
水
産
・

商
工
係
（
☎
74

－

３
０
０
５
）

か
わ
ら
ず
、
返
金
は
決
裁
ア
プ

リ
で
行
う
の
は
極
め
て
不
自
然

で
す
。「
○
○
ペ
イ
で
返
金
し
ま

す
」
と
言
わ
れ
た
ら
詐
欺
を
疑

い
、
相
手
の
指
示
に
し
た
が
っ
て

ス
マ
ホ
な
ど
を
操
作
す
る
こ
と
は

せ
ず
、
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

「
１
１
８
」
番
や
警
察
相
談
専
用

電
話
「
＃
９
１
１
０
」
番
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
独
立
行
政
法
人
国

民
生
活
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
出
典
:
独
立
行
政
法
人
国
民
生

お知らせ
information
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こととううやや No.45
　大きな災害が発生すると被災地への電話が集中し
てつながらない場合があります。
　そんな時に役立つのが、ＮＴＴが災害時に行っている
「災害用伝言ダイヤル」です。固定電話や公衆電話、
携帯電話などから「171」を押して、音声案内に従っ
て安否状況などのメッセージを録音・再生すること
ができます（Web版や携帯各社が行っている同様の

災害時の声の伝言板！災害時の声の伝言板！
      「災害用伝言ダイヤル」      「災害用伝言ダイヤル」

サービスもあります）。
　これらのサービスは、毎月１日・15日やお正月な
どに体験利用もできます。
　これからお正月を迎えますが、家族や親戚、友人
が集まるこの機会に災害時の連絡方法を確認し、い
ざという時にスムーズに利用できるよう体験しておき
ましょう。

【体験可能日】
・毎月１日、15日 　　　　　　　　・防災週間（８月30日～９月５日）
・正月三が日（１月１日～３日）　　   ・防災とボランティア週間（１月15日～21日）

お
願
い
し
ま
す

▼
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
資
源
物

受
入・危
険
ご
み
受
入（
０
１
４
３

－

59

－

０
５
１
５
）
︙
12
月
29

日
（
日
）
～
１
月
３
日
（
金
）
ま

で
休
み

▼
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
プ
ラ
ザ

棟
（
０
１
４
３

－

84

－

１
６
２
１
）

︙
12
月
29
日
（
日
）
～
１
月
３
日

（
金
）
ま
で
休
み

■
問
合
せ　
西
い
ぶ
り
広
域
連
合

（
☎
０
１
４
３

－

59

－

０
７
０
５
）

税
の
申
告
は
ｅ

－
Ｔ
ａ
ｘ

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
で

所
得
税
な
ど
の
申
告
書
を
作
成

し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利

用
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
連
携

を
利
用
す
る
と
、
控
除
証
明
書
な

ど
の
必
要
書
類
の
デ
ー
タ
を
申
告

書
の
該
当
項
目
へ
自
動
で
入
力
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
読
取
対

応
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
ま
た
は

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
）
が

必
要
で
す

▼
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
す
る
メ

リ
ッ
ト

・
税
務
署
に
行
か
ず
に
自
宅
か
ら

申
告
で
き
る

・
生
命
保
険
料
控
除
証
明
書
、
地

震
保
険
料
控
除
証
明
書
な
ど
の
添

付
書
類
は
、
記
載
内
容
を
入
力
・

送
信
す
れ
ば
提
出
や
提
示
が
不
要

※
法
定
申
告
期
限
か
ら
５
年
間
、

税
務
署
か
ら
書
類
の
提
出
や
提
示

を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

・
自
宅
か
ら
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
で
提
出

さ
れ
た
還
付
申
告
は
、
３
週
間
程

度
で
還
付
さ
れ
る

※
確
定
申
告
に
関
す
る
情
報
は
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://

w
w

w.nta.go.jp

）
を
ご
覧
く
だ

さ
い

■
問
合
せ　
室
蘭
税
務
署
（
☎
０

１
４
３

－

22

－

４
１
５
１
）

調
理
師
さ
ん
は「
業
務
従

事
者
届
出
」が
必
要
で
す

　
調
理
業
務
に
従
事
し
て
い
る
調

理
師
は
、
調
理
師
法
に
よ
り
、
２

年
ご
と
に
12
月
31
日
現
在
の
調
理

従
事
場
所
な
ど
を
届
け
出
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
定
め
ら
れ
て
お

り
、
今
年
は
届
出
が
必
要
な
年
と

な
っ
て
い
ま
す
。

活
セ
ン
タ
ー
２
０
２
３
年
９
月
27

日
公
表

■
問
合
せ　
産
業
振
興
課
水
産
・

商
工
係
（
☎
74

－

３
０
０
５
）

行
　
政

西
い
ぶ
り
広
域
連
合

年
末
年
始
の
ご
案
内

▼
西
い
ぶ
り
広
域
連
合
事
務
局

（
☎
０
１
４
３

－

59

－

０
７
０
５
）

︙
12
月
28
日
（
土
）
～
１
月
５
日

（
日
）
ま
で
休
み

▼
西
い
ぶ
り
エ
コ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

（
☎
０
１
４
３

－

59

－

７
０
３
０
）

︙
12
月
31
日
（
火
）
８
時
30
分
～

16
時
30
分
、
１
月
１
日
（
水
）
～

３
日
（
金
）
10
時
～
14
時
30
分

※
施
設
の
混
雑
緩
和
の
た
め
「
ご

み
搬
入
申
告
書
」
は
左
記
の
Ｕ
Ｒ

Ｌ
ま
た
は
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
か

ら
ご
確
認
く
だ
さ

い
（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
:ht

tps://nishiibur
i.jp

）
※
搬
入
物
に
よ
り
、
最
終
処
分
場

で
の
受
け
入
れ
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
の
ご
確
認
を

※詳しくは下記ＵＲＬからご確認ください
ＮＴＴ東日本「災害用伝言ダイヤル」
https://www.ntt-east.co.jp/saigai/voice171/

■問合せ　総務課自治防災室（☎74－3000）
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お知らせ
　
届
出
が
必
要
な
調
理
師
は
左
記

の
施
設
、
店
舗
で
調
理
業
務
に
従

事
し
て
い
る
人
で
す
。

・寄
宿
舎
、学
校
、病
院
、事
業
所
、

社
会
福
祉
施
設
、
介
護
老
人
保
健

施
設
、
矯
正
施
設
、
そ
の
他
多
数

人
に
飲
食
物
を
調
理
し
て
供
与
し

て
い
る
施
設

・飲
食
店
営
業
、
魚
介
類
販
売
業
、

そ
う
ざ
い
製
造
業
、
複
合
型
そ
う

ざ
い
製
造
業

▼
届
出
用
紙
の
備
え
場
所

・
一
般
社
団
法
人
北
海
道
全
調
理

師
会

・
北
海
道
全
調
理
師
会
室
蘭
支
部

・
胆
振
総
合
振
興
局
保
健
環
境
部

保
健
行
政
室
（
室
蘭
保
健
所
）

▼
提
出
先　
北
海
道
全
調
理
師
会

室
蘭
支
部

▼
提
出
期
限　
令
和
７
年
１
月
15

日※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
届
出
も

可
能
で
す
。
左
記
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
ま
た

は
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク

セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
:h

ttps://www.ha
rp.lg.jp/SksJum
inW

eb/EntryF
orm?id=w1dH
EEW

L

）

募
　
集

排
水
設
備
工
事
責
任
技

術
者
資
格
の
登
録
更
新

　
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
資

格
の
有
効
期
間
は
５
年
間
で
あ

り
、
資
格
登
録
者
は
５
年
ご
と
に

資
格
登
録
更
新
の
手
続
き
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
更
新
対
象
者
に
は
、
資
格
登
録

更
新
実
施
案
内
お
よ
び
申
込
書
な

ど
を
後
日
郵
送
し
ま
す
の
で
、
定

め
ら
れ
た
期
間
内
に
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
住
所
な
ど
が
変
更
に

な
っ
て
い
る
対
象
者
の
人
は
、
更

新
案
内
が
届
か
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
速
や
か
に
変
更
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
更
新
対
象
者

　
令
和
元
年
度
に
北
海
道
排
水
設

備
工
事
責
任
技
術
者
試
験
に
合
格

し
た
人
、
ま
た
は
資
格
登
録
更
新

を
行
っ
た
人
で
、
資
格
登
録
期
間

が
令
和
７
年
３
月
31
日
で
満
了
す

る
人

▼
受
付
期
間　
令
和
７
年
１
月
８

日
（
水
）
～
15
日
（
水
）
８
時
45

分
～
17
時
30
分

※
土
・
日
曜
、
12
時
～
13
時
は
除

く▼
更
新
方
法　
手
続
き
終
了
後
、

更
新
用
テ
キ
ス
ト
を
配
布

▼
手
数
料　
７
０
０
０
円

※
更
新
手
数
料（
テ
キ
ス
ト
代
込
）

お
よ
び
資
格
認
定
証
交
付
等
手
数

料
と
し
て

■
問
合
せ　
上
下
水
道
課
管
理
係

（
☎
74

－

３
０
０
８
）

洞爺湖町二十歳のつどい 開催

　洞爺湖町二十歳のつどいを開催します。
　10 月１日現在で洞爺湖町に住所がある
人は、案内を送付しています。
　参加対象となる人で、町外に居住し、町
外に住所がある人は社会教育課までご連絡
ください。
▶日　時　令和７年１月 12 日（日）
　　　　　・受付　14 時～
　　　　　・式典　14 時 30 分～
　　　　　・記念撮影　15 時 10 分～
▶場　所　洞爺湖町役場防災研修ホール
▶対象者　平成 16 年４月２日～平成 17
年４月１日までに生まれた、洞爺湖町出身
者または現在洞爺湖町に居住している人
■問合せ 教育委員会社会教育課（☎ 74 －
3010）

■
問
合
せ　
胆
振
総
合
振
興
局
保

健
環
境
部
保
健
行
政
室
（
室
蘭

保
健
所
）（
☎
０
１
４
３

－

24

－

９
８
４
４
）

相
　
談

無
料
法
律
相
談
会
開
催

　
金
銭
、
相
続
、
夫
婦
間
、
交
通

事
故
、
消
費
者
問
題
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
必
ず

２
日
前
の
17
時
ま
で
に
事
前
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

　

定
員
（
３
人
）
に
な
り
次
第
、

締
め
切
り
ま
す
。

▼
日　
時　
①
12
月
19
日
（
木
）

②
令
和
７
年
１
月
16
日
（
木
）
13

時
30
分
～
15
時

▼
場　
所　
洞
爺
湖
町
役
場

▼
担　
当　
①
菊
地
俊
邦
弁
護
士

（
北
海
道
み
ら
い
法
律
事
務
所
）

②
本
間
寛
菜
弁
護
士
（
の
ぼ
り
べ

つ
法
律
事
務
所
）

■
問
合
せ　
住
民
税
務
課
住
民
・

戸
籍
年
金
係
（
☎
74

－

３
０
０
２
）

「
行
政
に
関
わ
る
く
ら
し

の
無
料
相
談
会
」開
催

　
相
続
手
続
、
契
約
手
続
、
遺
言

書
や
官
公
署
に
提
出
す
る
書
類
の

作
成
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
日　
時　
①
12
月
21
日
（
土
）
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  心からおくやみ
　　　　　　 申し上げます 

故橋田俊博さん
■10月17日死去■84歳■遺族は霞さん■入３区

10月 20日から 11月 19日届出分

広報紙への掲載は申請手続きが必要です。

一
斉
に
燃
ゆ
る
草
木
秋
深
し

　
　
　
　
　
佐
藤
美
風

神
の
留
守
南
天
の
葉
も
落
ち
に
け
り

　
　
川
上
智
恵

旅
立
ち
へ
杖
の
ひ
と
も
と
神
の
留
守

　
　
　
千
葉
征
子

ビ
ル
街
の
行
き
場
さ
が
し
の
空
つ
風

　
　
　
亀
倉
千
鶴
子

芒
原
逃
避
行
め
く
影
ふ
た
つ

長
曾
我
部
弓
子

わ
た
し
の
う
た

あ
ぷ
た
俳
句
会
　
11
月
定
例
会

寄
　
付

教
育
講
演
会
開
催

②
令
和
７
年
１
月
18
日
（
土
）
９

時
30
分
～
12
時

▼
場　
所　
ウ
ト
ゥ
ラ
ノ

■
問
合
せ　
北
海
道
行
政
書
士
会

室
蘭
支
部
（
☎
82

－

７
０
２
３

担
当
:
河
合
）
／
住
民
税
務
課

住
民
・
戸
籍
年
金
係
（
☎
74

－

３
０
０
２
）

働
き
た
い
人
の
た
め
の

出
張
相
談
会

　
働
き
た
い
人
を
応
援
す
る
無
料

出
張
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
む

ろ
ら
ん
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
働
き
た
い
人
の

就
労
自
立
支
援
施
設
で
す
。
そ
の

他
、
就
労
相
談
も
歓
迎
で
す
。

▼
日　
時　
令
和
７
年
１
月
９
日

（
木
）
13
時
30
分
～
15
時
30
分

▼
場　
所　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
達

▼
対　
象

15
歳
か
ら
49
歳
の
人

・
家
族

▼
内　
容　
就
労
相
談
、
就
労
体

験
ほ
か

■
問
合
せ　
む
ろ
ら
ん
地
域
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
☎

０
１
４
３

－

50

－

６
１
８
６
）

故青野滿子さん
■10月19日死去■90歳■遺族は忠義さん■成香

故明神ルリ子さん
■10月21日死去■49歳■遺族は克巳さん■かっこう台

故西山チヨさん
■10月17日死去■99歳■遺族は寛幸さん■川東

故富樫園子さん
■10月21日死去■97歳■遺族は井下洋子さん■入１区

故山田訂子さん
■10月６日死去■78歳■遺族は萬代一枝さん■虻１区

故星川敏夫さん
■10月30日死去■98歳■遺族は康広さん■洞第６

故守屋敏子さん
■11月１日死去■83歳■遺族は行さん■虻８区

故田鍋良次さん
■11月７日死去■86歳■遺族は和則さん■虻６区

故小林末子さん
■10月31日死去■99歳■遺族は健蔵さん■入１区

故久保田数彦さん
■11月４日死去■73歳■遺族はひろ子さん■洞第１

故小林義照さん
■11月10日死去■87歳■遺族は義仁さん■泉区

故吉田榮治さん
■10月14日死去■92歳■遺族はミツ子さん■虻１区

故阿部諒子さん
■10月16日死去■83歳■遺族は斉藤美朝さん■温１区

　
善
意
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

●
社
会
福
祉
協
議
会

＜

寄
付
物
品＞

▽
匿
名

▽
大
友
靖
子
さ
ん
（
虻
８
区
）

▽
山
浦
和
好
さ
ん
（
泉
区
）

▽
谷
良
男
さ
ん
（
入
１
区
）

▽
正
源
な
み
子
さ
ん
（
虻
８
区
）

▽
清
水
春
男
さ
ん
（
虻
６
区
）

▽
吉
田
シ
ヅ
子
さ
ん
（
泉
区
）

▽
菅
原
勇
さ
ん
（
虻
６
区
）

▽
岩
倉
三
紀
さ
ん
（
虻
４
区
）

▽
ヤ
ス
コ
美
容
室

▽
清
水
友
愛
の
里

▽
高
橋
石
油

　
室
蘭
市
立
室
蘭
西
中
学
校
校
長

の
山
田
誠
一
氏
の
講
演
会
が
11
月

９
日
、
洞
爺
湖
文
化
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
ま
し
た
。
令
和
５
年
度
に

勤
め
て
い
た
安
平
町
立
早
来
学
園

の
事
例
を
通
じ
て
、
義
務
教
育
学

校
９
年
間
の
学
び
の
重
要
性
や
成

果
に
つ
い
て
具
体
的
な
話
が
あ
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
と
学
校
が
ど
の
よ

う
に
連
携
し
、
子
ど
も
た
ち
の
成

長
に
と
っ
て
最
良
の
教
育
環
境
を

整
え
る
べ
き
か
と
い
う
視
点
で
多

く
の
示
唆
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。
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問合せ問合せ　健康福祉課 （☎ 76-4006）　健康福祉課 （☎ 76-4006）

さわやかだ
より

乳がん・子宮がん検診
を受けましょう！

検診のお知らせ どんな検診をするの？

日本では毎年約10,000 人の女性が新たに子宮頸がんと診断されています。
年間約3,000人の女性が子宮頸がんで命を落としています。また、一生のうちにおよそ 76 人に 1 人が子

宮頸がんと診断されていますが、そのうち約38％が 20 ～ 30 歳台であり、若者にも発症するがんであるという
特徴があります。さらに、乳がんによって命を落とす方は毎年約15,000人おり、一生のうちにおよそ 9 人に 1
人が乳がんと診断されています。
どちらのがんも若い頃から定期的に健診を受け、早期発見・早期治療をすることが重要になります。

乳がん検診は 40 歳以上の女性、
子宮がん検診は 20 歳以上の女性
を対象に町の集団検診を実施して
います。希望される方はぜひお申
し込みください。
●日時・会場
令和7年1月23日（木）…健康福祉
センターさわやか
24日（金）…洞爺ふれ愛センター
※詳しい受付時間は、回覧、洞爺
湖町 HP、洞爺湖町 LINE をご覧
ください。
●申込み
健康福祉センターさわやか
電話 76-4006　FAX76-1877
メール　
ken_center@town.toyako.
lg.jp
※ 2 年に 1 度の検診であるため、
令和 5 年 4 月 1 日～令和 6 年 3
月 31 日の間に乳がん検診・子宮
がん検診を受けた方は、令和 7
年度にお受けください。

●乳がん検診（40 歳以上の女性）
１．マンモグラフィ（40 歳以上）
　乳房専門の X 線検査で、40 歳
以上 49 歳以下の方は上下と斜め
の 2 方向から撮影し、50 歳以上
の方は斜めの 1 方向のみ撮影し
ます。乳腺 1 本 1 本の重なりを
少なくして病変を見つけやすくす
るため、乳房を薄く引き伸ばすた
め痛みを強く感じる方がいます
が、実際の圧迫時間は数十秒です。
２．超音波検査（40 歳～ 49 歳
まで）
　40 歳代は乳腺が発達している
ため、マンモグラフィと一緒に超
音波検査を受けることでより正確
に検査できます。また、マンモグ
ラフィでは映らないタイプの乳が
んを検出することがあります。
●子宮がん検診（20 歳以上の女性）
１．子宮頸がん検査（20 歳以上）
　子宮の入り口（子宮頸）にでき
るがんの検査です。柔らかいブラ

シで子宮頸部の表面をこすり取っ
て調べます。検査自体は 1 ～ 2
分程度で終わります。
２．超音波検査（20 歳以上）
　超音波を当てて、跳ね返ってく
るエコーを画像化して、子宮内膜
や卵巣の状態を確認できます。子
宮頸がん検査と一緒に超音波検査
を受けることで、より病気を発見
しやすくなります。
　乳がん検診・子宮がん検診とも
に、検診車の中で検査を行い、女
性スタッフが対応するため、プラ
イバシーの心配はありません。

※これまで乳がん検診や子宮がん
検診の受診歴がない方に、R6 年
7 月ごろ無料クーポン券を送付し
ています。クーポン券が使用でき
るのは今年度中だけなので、ぜひ
この機会にクーポン券を使って検
診を受けましょう！
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今月の
１冊

あぶた読書の家 （☎ 76-2100）
［時間］10 時～ 16 時 30 分 ［休館日］木曜日、祝日
みずうみ読書の家（☎76-2100〈あぶた読書の家〉）

［時間］９時～ 17 時　 ［休館日］木曜日、祝日
洞爺総合センター図書室 （☎ 82-5111）

［時間］９時～ 16 時 30 分　 ［休館日］なし

から家書読 の
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絵本の玉手箱　12 月のおはなし会
■日　時　 ① 12月９日(月)、23日(月)10時～11
時30分② 12月20日（金）14時～15時
■場　所 ①あぶた母と子の館②あぶた読書の家
キッズタイム　クリスマス・クリスマス
■日　時 12月21日(土)10時～11時30分
■場　所 あぶた母と子の館
■対　象　幼児以上（乳幼児および保護者）
■問合せ　佐藤（☎ 76-2487）
ピノキオの会クリスマス会
■日　時 12月７日(土)14時15分～14時50分
■場　所 あぶた母と子の館
■問合せ 松本（☎ 76-2613）

学習まんが世界の伝記NEXT
新紙幣３人セット
集英社

2024 年に新紙幣の顔となる偉
人３人のセットが登場！近代日
本経済の父・渋沢栄一、明治時
代に女性が学ぶ道を切り開いた
津田梅子、近代日本医学の父、
北里柴三郎の生涯を学ぶことが
できます。（あぶた読書の家所蔵）

今月の
リポーター
亀田昇吾さん

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
洞
爺
湖
町
商
工
会
に

着
任
し
て
半
年
が
過
ぎ
、
も
う

す
ぐ
新
し
い
年
が
始
ま
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
着
任
し

て
か
ら
知
っ
た
面
白
い
豆
知
識

に
つ
い
て
み
な
さ
ん
に
共
有
し

て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
は
「
商
工
会
」
と

「
商
工
会
議
所
」
の
違
い
を
ご

存
じ
で
す
か
。
こ
の
２
つ
の
組

織
は
よ
く
「
商
工
会
・
商
工
会

議
所
」
と
一
緒
く
た
に
呼
ば
れ

ま
す
が
、
実
は
根
拠
法
も
管
轄

も
異
な
る
別
組
織
で
す
。
で
す

が
、
そ
の
性
格
は
酷
似
し
、
混

同
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、

そ
の
違
い
を
紹
介
し
ま
す
。

成
り
立
ち
は
商
工
会
議
所
の

方
が
古
く
、
そ
も
そ
も
は
16
世

紀
の
西
欧
の
都
市
の
商
工
業
者

の
ギ
ル
ド
組
織
か
ら
派
生
し
、

そ
の
都
市
の
総
合
的
な
経
済
団

体
と
し
て
成
立
し
ま
し
た
。

日
本
で
も
明
治
以
降
資
本
主

義
化
が
進
む
中
、
幕
末
に
欧
米

列
強
国
と
結
ん
だ
不
平
等
条
約

改
正
の
折
衝
に
あ
た
り
、
世
論

を
ま
と
め
る
機
関
と
し
て
、
当

時
の
内
務
卿・伊
藤
博
文
ら
が
、

現
在
の
新
１
万
円
札
の
顔
で
あ

る
渋
沢
栄
一
ら
の
協
力
で
明
治

11
年
に
東
京
商
工
会
議
所
を
作

り
、
産
業
振
興
政
策
の
要
と
し

て
全
国
に
広
め
た
の
が
商
工
会

議
所
で
、
根
拠
法
は
商
工
会
議

所
法
と
な
り
ま
す
。

一
方
で
商
工
会
は
、
戦
後
混

乱
期
に
、
都
市
と
ま
で
は
言
え

な
い
地
域
に
お
い
て
脆
弱
な
小

規
模
事
業
者
等
を
支
援
す
る
た

め
に
設
立
し
、
根
拠
法
は
商
工

会
法
と
な
り
ま
す
。

　
双
方
の
事
業
内
容
は
酷
似
し

て
い
る
も
の
の
、
成
り
立
ち
が

「
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
」
と
「
ボ
ト

ム
ア
ッ
プ
」で
あ
る
と
知
る
と
、

な
ん
と
も
趣
深
い
も
の
で
す
。

■
あ
ぶ
た
読
書
の
家

＜

一
　
般＞

▽
方
舟
を
燃
や
す

（
角
田
光
代
）
▽
兎
は
薄
氷
に
駆

け
る
（
貴
志
祐
介
）
▽
夏
空　
東

京
湾
臨
海
署
安
積
班
（
今
野
敏
）

▽
さ
ら
ば
故
里
よ
助
太
刀
稼
業

（
一
）（
佐
伯
泰
英
）
▽
く
ら
の

か
み（
小
野
不
由
美
）▽
海
風（
今

野
敏
）
▽
マ
ザ
ー
（
乃
南
ア
サ
）

▽
い
つ
か
月
夜
（
寺
地
は
る
な
）

▽
左
太
夫
伝
（
佐
々
木
譲
）
▽

法
廷
占
拠  
爆
弾
２
（
呉
勝
浩
）

＜

児
童
書＞

▽
き
も
ち
の
こ
と
ば

え
ほ
ん
（
金
田
一
秀
穂
）
▽
キ
ャ

ベ
た
ま
た
ん
て
い　
て
ん
ぐ
山
で

七
ふ
し
ぎ
（
三
田
村
信
行
）
▽

ジ
ャ
ン
グ
ル
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
工

場
（
横
山
亜
未
）
▽
い
の
ち
を
ま

も
る
図
鑑
（
池
上
彰
）
▽
キ
ッ
チ

ン
ラ
ボ　
作
っ
て
食
べ
て
お
う
ち

実
験
！
（
露
久
保
美
夏
）
▽
ア
ニ

マ
ル
バ
ス
と
い
ち
ご
む
ら
（
あ
さ

の
ま
す
み
）
▽
や
さ
い
の
が
っ
こ

う
な
す
び
せ
ん
せ
い
の
お
は
な

し
（
な
か
や
み
わ
）
▽
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
は
な
ま
る
お
み
せ

が
あ
く
ま
え
に
（
や
ま
も
と
し
ん

じ
）

■
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー
図
書
室

＜

一
　
般＞

▽
ミ
ス
テ
リ
・
ト

ラ
ン
ス
ミ
ッ
タ
ー
謎
解
き
は

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
中
に
（
斜
線
堂

有
紀
）
▽
小
鳥
と
リ
ム
ジ
ン
（
小

川
糸
）
▽
耳
に
棲
む
も
の
（
小
川

洋
子
）
▽
あ
さ
酒
（
原
田
ひ
香
）

▽
青
姫
（
朝
井
ま
か
て
）
バ
タ

ン
島
漂
流
記
（
西
條
奈
加
）

＜

児
童
書＞

▽
パ
ン
ど
ろ
ぼ
う

と
り
ん
ご
か
め
ん（
柴
田
ケ
イ
コ
）

▽
た
れ
て
る
（
鈴
木
の
り
た
け
）

▽
お
せ
ち（
内
田
有
美
）▽
が
っ

た
い
！
（
こ
に
し
け
い
）
▽
れ

い
ぞ
う
こ
の
か
み
さ
ま
（
う
え

だ
し
げ
こ
）

新
刊
案
内
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年
末
年
始
も
火
災
に
注
意
！

昨
年
の
年
末
年
始
（
12
月
28
日

～
１
月
８
日
）
に
か
け
て
、
西
胆

振
消
防
管
内
で
は
６
件
の
火
災
が

発
生
し
、
そ
の
う
ち
４
件
は
建
物

火
災
と
な
っ
て
い
ま
す
。
年
末
の

繁
忙
期
に
加
え
、
季
節
柄
火
気
を

使
用
す
る
機
会
が
多
く
な
り
、
火

災
が
発
生
し
や
す
い
時
期
と
な
り

ま
す
。
明
る
い
新
年
を
迎
え
ら
れ

る
よ
う
に
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

・
外
出
前
、
就
寝
前
は
も
う
一
度

火
の
元
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の

を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

・
寝
た
ば
こ
は
せ
ず
、
た
ば
こ
の

火
は
し
っ
か
り
と
消
し
ま
し
ょ

う
。

・調
理
中
は
火
の
そ
ば
を
離
れ
ず
、

離
れ
る
と
き
は
火
を
消
し
ま
し
ょ

う
。

・
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
機
器
の

近
く
に
は
、
物
を
置
か
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

西
胆
振
行
政
事
務
組
合

令
和
５
年
度
決
算

西
胆
振
行
政
事
務
組
合
が

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

令
和
５
年
度
西
胆
振
行
政
事
務

組
合
決
算
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
歳
入
で
は
、
歳
入
グ
ラ
フ
の

各
種
試
験
案
内
・
講
習
会
の
お

知
ら
せ
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
設

置
や
消
火
器
点
検
内
容
、
各
種
届

出
・
申
請
様
式
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

な
ど
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
西
胆
振
行
政
事
務
組
合
消

防
本
部
は
、
広
報
発
信
の
た
め
公

式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
開
設
し
ま

し
た
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
コ
メ
ン
ト

の
応
答
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
上
か

ら
の
緊
急
通
報
や
出
動
要
請
は
一

切
受
付
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。
お
問
い
合
わ
せ
に

つ
き
ま
し
て
は
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://nfd119.sakura.

ne.jp/index.htm
l

）
を
参
照

し
て
く
だ
さ
い
。

【歳　入】 1,508,490

消防・衛生負担金 1,384,219

内訳

伊達市 719,035

洞爺湖町 288,500

豊浦町 182,440

壮瞥町 194,244

使用料及び手数料 241

道支出金 12,474

財産収入 4,730

繰入金 0

繰越金 81,287

諸収入 25,539

【歳　出】 1,396,783
議会費 386
監査委員費 146
消防費 356,734
衛生費 44,654
給与費 960,089
公債費 34,774

と
お
り
自
主
財
源
の
消
防
負
担
金

が
最
も
大
き
く
、
構
成
４
市
町
の

規
模
お
よ
び
均
等
割
に
よ
り
負
担

率
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
で
は
、
歳
出
グ
ラ
フ
の
と

お
り
給
与
費
と
消
防
費
（
主
に
消

防
本
部
、
消
防
署
（
支
署
）
の
活

動
経
費
）
が
大
き
く
、
令
和
５
年

度
は
伊
達
水
槽
車
、
洞
爺
湖
連
絡

車
、
壮
瞥
救
急
車
を
更
新
し
ま
し

た
。

■
問
合
せ　
西
胆
振
行
政
事
務
組

合
消
防
本
部
総
務
課
（
☎
21
︱

５
０
０
０
）

単位：千円

単位：千円

消
防
だ
よ
り
119119
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ジオパークは、地球の活動の結果としてできた「大
地の特徴」を見どころとしていますが、その上

で生きる動植物や、人の暮らし（産業や文化）も、同
じく見どころとしています。
　洞爺湖有珠山ジオパークでは、活火山である有珠山
が数十年おきに噴火し、人間の生活や動植物に大きな
影響を与えてきました。
　特に火口周辺では、火山灰や泥流によって地面が覆

ジオパークカフェ開催！
有珠山周辺で、「噴火」と「動植物」の関係を研究しているお二人が、これまでの研究成果を発表します。
2000 年の噴火から間もなく 25 年。動植物はどのように変化してきたのでしょうか。
温かいお飲み物をご用意してお待ちしておりますので、お気軽にお立ち寄りください！
開催日：12 月 21 日（土）13：30 ～ 15：00
会　場：洞爺湖観光情報センター３階　洞爺湖町洞爺湖温泉 142 番地
その他：参加費無料、申し込み不要。温かい飲み物サービスがあります！
主　催：洞爺湖有珠山ジオパーク推進協議会（☎ 82-3663）

われ、生態系は破壊されてしまいます。その後、必ず
新しい植物が根を張り、新しい森を作り始めます。こ
うして噴火のたびに森が生まれる有珠山周辺では、森
の誕生や成長について観察・研究できる絶好の場所で
もあります。
　12 月に開催する「ジオパークカフェ」では、そん
な有珠山周辺の生態系についてお話を聞きます！

24 歳の森
西山山麓火口散策路

100 歳の森
四十三山フットパス

200 歳の森
有珠善光寺自然公園

➡ ➡

発表１
伊達開来高校　大

おお
廣
ひろ

恭
ちか

志
し

さん
2000年の噴火があった西山山麓
地 点と1910年 の 噴 火 が あ っ た
四十三山地点を比べ、動植物の種
類や数がどのように移り変わって
きているかを調査しました。その
結果を報告します！

発表２
北海道大学大学院環境科学院　
MANDAL　Piya さん
1977～1978年の有珠山の噴火で
は、山頂部の植物は壊滅的な被害
を受けました。しかしその後の植
生回復で土に埋もれた種子が重要
な役割を果たしていたことがわか
りました。噴火から45年間眠っている種子の生存状
況を含めた最新の研究成果を報告します！　※オンラ
イン・英語発表です。日本語の資料を配布します。

世界へ発信！
２つのユネスコ遺産
世界へ発信！

２つののユネスコ遺産

English ver

Jomon Prehistoric Sites 
in Northern Japan

■■問合せ問合せ　世界ジオパーク・縄文世界遺産推進室　世界ジオパーク・縄文世界遺産推進室（（☎ 82-3663）☎ 82-3663）



12月14日 (土 )
「肺がん」セミナー
時  14:00 ～ 15:00
所 洞爺町役場防災研修ホール（☎76-4006＜さわやか＞）

17日 ( 火 )
脳トレサロン
時  10:00 ～ 11:30
所 洞爺ふれ愛センター（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

18日 ( 水 )
乳児健診
時  12:30 ～
所  健康福祉センター（☎76-4006）

19日 ( 木 )

脳の健康教室
時  9:45 ～ 15:00
所  ウトゥラノ（☎ 76-4363＜社会福祉協議会＞）
無料法律相談会

12月20日 (金 )
～1月19日 (日 )

ランプシェード作り・スノードーム作り

  20 日 ( 金 )

洞爺地区健康相談
時  9:30 ～ 11:30
所  洞爺総合支所（☎82-5111）
保育所開放
時  10:00 ～ 11:30
所  入江保育所（☎ 76-4317）

21日 ( 土 ) 行政に関わるくらしの無料相談会

26日 ( 木 )

脳の健康教室
時  9:45 ～ 15:00
所  ウトゥラノ（☎ 76-4363＜社会福祉協議会＞）
幼児健診
時  12:30 ～
所  健康福祉センターさわやか（☎76-4006）

27日 ( 金 )
保育所開放
時  10:00 ～ 11:30
所  本町保育所（☎ 76-2673）

1月8日 (水 )
げんきクラブ
時  13:30 ～ 15:00
所  ウトゥラノ（☎ 76-4363＜社会福祉協議会＞）

9日 ( 木 )

脳の健康教室
時  9:45 ～ 15:00
所  ウトゥラノ（☎ 76-4363＜社会福祉協議会＞）
げんきクラブ
時  13:30 ～ 15:00
所 洞爺ふれ愛センター（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

10日 ( 金 )

保育所開放
時  10:00 ～ 11:30
所  桜ヶ丘保育所（☎75-2088）
「ひじり在宅クリニック」健康教室
時  11:00 ～
所  ひじり在宅クリニック（☎76-4838）

12日 ( 日 ) 洞爺湖町二十歳のつどい

14日 ( 火 )
コグニの集い
時  10:00 ～ 11:30
所 洞爺駅交流センター2階（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

16日 ( 木 )

脳の健康教室
時  9:45 ～ 15:00
所  ウトゥラノ（☎ 76-4363＜社会福祉協議会＞）
無料法律相談会

17日 ( 金 )

洞爺地区健康相談
時  9:30 ～ 11:30
所  洞爺総合支所（☎82-5111）
保育所開放
時  10:00 ～ 11:30
所  洞爺保育所（☎ 82-5559）

18日 ( 土 ) 行政に関わるくらしの無料相談会

21日 ( 火 )
脳トレサロン
時  10:00 ～ 11:30
所 洞爺ふれ愛センター（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

23日 ( 木 )

脳の健康教室
時  9:45 ～ 15:00
所  ウトゥラノ（☎ 76-4363＜社会福祉協議会＞）
乳・子宮がん検診
所  虻田地区

24日 ( 金 )

保育所開放
時  10:00 ～ 11:30
所  入江保育所（☎ 76-4317）
乳・子宮がん検診
所洞爺地区

28日 ( 火 )
親子ふれあい遊び
時  10:00 ～ 11:30
所 洞爺ふれ愛センター（☎76-2008<子育て支援センター＞）

30日 ( 木 )
脳の健康教室
時  9:45 ～ 15:00
所  ウトゥラノ（☎ 76-4363＜社会福祉協議会＞）

31日 ( 金 )
保育所開放
時  10:00 ～ 11:30
所  本町保育所（☎ 76-2673）

広報とうやこ 2024 年 12 月19

ピックアップイベントピックアップイベント

時間 場所時 所 詳 詳細イベントカレンダーの見方

イベントカレンダーイベントカレンダー

ｐ 13詳

ピックアップイベント詳

ランプシェード作り・スノードーム作り
＜ランプシェード＞
　麻紐や和紙、木の枝、石などを材料にランプシェード
を作ります（所要時間約 40 分）
＜スノードーム＞
　木の実などのオーナメントと溶液を、球状容器に入れ
てスノードームを作ります（所要時間約 30 分）
■開催期間　12月20日（金）～令和７年１月19日（日）
※12月23日（月）、12月30日（月）～令和７年１月６日（月）、
１月14日（火）は休館
■受付期間　９時～11時、13時30分～15時30分
■参加料　１個 500 円（税込）
■問合せ　洞爺財田自然体験ハウス（☎ 82－5999 担
当：永井、黒田）

洞爺財田自然体験ハウス ふゆやすみきかく

ｐ 13詳

ｐ 13詳

ｐ 13詳

ｐ 13詳
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東奔西走 町公式LINEを友だち追加！町公式LINEを友だち追加！
　イベントや防災な
ど 様 々 な 情 報 に 加
え、フルカラー版広
報紙もご覧いただけ
ます！
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今年も残すところあとわずかとなりました。取材を通
して町の節目となる場面に立ち会うことができたの

は、広報担当として幸運でした。１月からの写真を見返す
と、思い出深い一年になったと実感します。（Ｄ.Ｙ）

広報の編集をしていると、時間の流れが早く感じます。
気が付けば今年も残りわずかで、今年中にやりたかっ

たことが全然できてないなと反省しています。来年はもっ
と自分の時間を充実させれるように頑張ります。（Y.Ａ）
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を
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げ
、
来
年
は
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な
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み
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2024年 洞爺湖町の軌跡
まちの歴史に新たな一歩

2024 年の主な出来事
１月…洞爺湖を舞台にした映画

「しあわせのパン」「一月の声に
歓びを刻め」特別上映会
３月…能登半島地震の被災地
に職員派遣
４月…三豊霊園内で合葬墓の
受け入れ開始
５月…第50回記念洞爺湖マラ
ソン開催
７月…箱根町で姉妹都市提携
60周年記念式典。洞爺国際交

流協会が30周年記念式典
８月…北海道トライアスロンに
歴代最多の298人エントリー
９月…北海道ツーデーマーチが
第37回大会をもって閉幕
10月…洞爺地区コミュニティ
タクシー、とうやコネクトタク
シー運行開始
11月…縄文シティサミット in
とうや湖開催


